
 

 

 

 

 

 

 

講師: 北城 圭一 氏 自然科学研究機構 生理学研究所 神経ダイナミクス研究部門 

Abstract: ヒトの脳波はリズミックで同期，ゆらぎなどの多様な非線形ダイナミクス

を示す。我々の研究グループでは，非線形動力学的な視点で，脳波の振動同期ネット

ワークと，そのメタスタビリティ（準安定性）といわれる過渡的な性質に注目した研

究をこれまで行ってきた。我々の過渡的な脳波同期ネットワークの脳情報処理におけ

る機能とその病態に関する一連の研究成果を報告する。また，我々の研究グループで

は，非侵襲脳刺激である TMS(経頭蓋磁気刺激）を用いて脳に摂動を与えながら脳波

を計測する脳波－TMS 同時計測により，脳波同期ダイナミクスを制御と定量化する研

究も行ってきた。これらの研究の成果についても報告と議論を行いたい。   

※講演は日本語で行われます。 
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略歴: 東京大学教育学部卒，同大学院教育学研究科博士課程修了，博士（教育学）。国立身体障害者リハビリテーションセ

ンター研究所流動研究員，東京大学大学院教育学研究科助手，ブリティッシュコロンビア大学ポスドク，理化学研究所ユ

ニットリーダーを経て，自然科学研究機構生理学研究所神経ダイナミクス研究部門教授。専門は計算論的神経科学，認知

神経科学。脳波や fMRI あるいは非侵襲的脳刺激を組み合わせた計測で得られたヒト神経活動を非線形動力学，情報理論，

信号処理理論，複雑ネットワーク解析，統計的機械学習手法等の多面的な手法を用いて解析することで脳神経動態の機能

的な役割を理解する研究に従事。 
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